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その後、民間企業 Agro Thai 社やタイ航空の会長を務めたりしていた。しかし、1997 年秋の
－ 84 － 
タイ経済危機に際してプミポン国王の命によって経済担当副総理に就任して IMFとの交渉の陣
頭に立った。タイを IMF 管理下にならないように交渉して、同時に破綻銀行処理のための破産
法などの制度改革も断行した。IMF との交渉は思い出したくも無い屈辱的なものであり、今も
怒りを抑えられないと今回バンコックで会ったとき打ち明けられた。 
通貨危機の中でタイは為替政策でドル・ペッグ政策を放棄して通貨バスケットのフロート政
策に転換した。そのころ東京に来た彼に「バスケットの入れている通貨とその比重はどうなっ
ているか」と尋ねたことがある。彼はニヤリと笑って「コージ、それはタイの最高の国家機密
でいくら親友でも答えられないよ。しかし、ヒントは上げる。４元一次方程式をバーツ・レー
トの４日間の変動で解を求めれば推計できるよ。」私はまだその方程式を解いたことがない。 
彼はタイの危機管理から脱した副総理を退任する時に、当時タイ輸出入銀行総裁であったプ
リデイアトーン君を中銀総裁に推薦して後事を託した。 
プリデイアトーン君は金融政策を巧みに運営してタイ経済を再成長の軌道に乗せてきた。そ
して昨年のタクシン政権に対してクーデターを起こした軍事政権の大蔵大臣に就任したが、
二ヶ月で軍事政権と対立して退任してしまった。今回バンコックで聞いた噂では、プミポン国
王が軍事政権の前途を懸念して貴重な人材であるプリデイアトーン君が巻き込まれないように
との国王の意向があったようである。彼に真偽を確かめたが笑って答えなかった。 
今回の訪問でヴィラポン、プリデアイトーン君が食事に招待してくれたが、二人とも流動化
したタイの政治から距離を置いていた。ヴィラポン君は民間企業の経営に、プリデアイトーン
君はチェンナイに建てたリゾートホテルを奥さんと共同経営している。 
この原稿執筆時のタイの政治情勢はまた流動化してきた。タイの友人たちがどのような気持
ちでいるか、気がかりなこのごろであるが、危機になれば彼等の出番があり、危機の処理に当
たることと期待している。 
